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訳
者
解
説

本
書
は
オ
リ
ガ
・
ミ
ハ
イ
ロ
ヴ
ナ
・
フ
レ
イ
デ
ン
ベ
ル
グ
の
『
テ
ー
マ
と
ジ
ャ
ン
ル
の
詩
学
』（О

.М
.Ф

рейденберг. 
П

оэтика сю
ж

ета и ж
анра. М

.,  Л
абиринт, 1997

）
の
全
訳
で
あ
る
。 

フ
レ
イ
デ
ン
ベ
ル
グ
は
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
優
れ
た
文
芸
学
者
と
し
て
活
躍
し
た
も
の
の
、
当
時
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦

の
苛
烈
な
政
治
的
、
思
想
的
状
況
下
で
、
学
問
的
に
は
長
き
に
わ
た
り
日
の
当
た
ら
ぬ
と
き
を
過
ご
し
た
。
彼
女
は
、
主
に
、

ジ
ャ
ン
ル
の
構
造
、
テ
ー
マ
、
神
話
と
文
学
の
関
係
、
律
動
的
表
現
と
詩
的
言
語
の
起
源
、
芸
術
の
本
質
お
よ
び
そ
の
進
化

に
ま
つ
わ
る
法
則
等
を
分
析
対
象
と
し
、
と
り
わ
け
意
義
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
原
始
的
文
化
に
お
け
る
共
時
的
機
能
の
研

究
で
あ
る
。
ユ
ー
リ
ー
・
ロ
ト
マ
ン
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
こ
の
時
代
に
特
に
先
進
的
で
あ
っ
た
の
が
フ
レ
イ
デ
ン
ベ
ル
グ

の
研
究
で
、
そ
れ
は
、
同
時
期
に
エ
イ
ヘ
ン
バ
ウ
ム
や
ト
ゥ
ィ
ニ
ャ
ー
ノ
フ
ら
が
同
様
の
文
化
の
機
能
を
考
究
し
、
プ
ロ
ッ

プ
が
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
呪
術
的
昔
話
が
創
ら
れ
る
働
き
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
た
試
行
と
通
底
す
る
も
の
で
あ
る
。
フ

レ
イ
デ
ン
ベ
ル
グ
の
著
作
に
は
こ
う
し
た
先
駆
性
が
見
ら
れ
る
他
、
主
人
公
に
対
す
る
喜
劇
化
、
戯
画
化
さ
れ
た
分
身
や
、
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神
聖
な
儀
礼
と
そ
の
パ
ロ
デ
ィ
の
関
係
へ
の
関
心
も
露
わ
で
あ
る
た
め
に
、
バ
フ
チ
ン
の
手
掛
け
た
仕
事
と
の
類
縁
性
も
す

で
に
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

本
書
は
、
一
九
九
七
年
に
、
Ｎ
・
ブ
ラ
ギ
ン
ス
カ
ヤ
の
編
集
に
よ
り
、
本
文
の
校
訂
、
文
献
リ
ス
ト
の
訂
正
、
補
足
な
ど

が
お
こ
な
わ
れ
た
版
が
ロ
シ
ア
で
出
版
さ
れ
た
が
、
英
訳
も
刊
行
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
著
者
の
晩
年
の
主
著
で
あ
る
『
形

象
と
概
念
』
に
繋
が
る
重
要
な
著
作
で
あ
る
も
の
の
、
い
ま
だ
十
分
な
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
加
え
て
、

扱
わ
れ
る
時
代
や
対
象
が
実
に
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
瞠
目
す
べ
き
豊
か
な
学
術
的
知
識
と
優
れ
た
学
者
と
し
て
の
洞
察
力

の
賜
物
た
る
著
作
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
概
要
を
分
か
り
や
す
い
形
に
ま
と
め
て
提
示
す
る
こ
と
が
き
わ
め
て
難
し
い
。
そ

の
た
め
、
こ
の
解
説
で
は
、
フ
レ
イ
デ
ン
ベ
ル
グ
が
「
テ
ー
マ
と
ジ
ャ
ン
ル
」
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
、
ま
ず

は
著
者
の
日
記
と
著
作
か
ら
抽
出
し
、
さ
ら
に
は
、
本
書
執
筆
に
際
し
て
の
主
要
な
論
点
で
あ
る
「
テ
ー
マ
と
ジ
ャ
ン
ル
」

を
分
析
す
る
素
材
と
し
て
、
著
者
が
原
始
社
会
に
お
け
る
思
考
や
意
識
を
足
掛
か
り
と
し
た
点
を
確
認
し
た
い
。
そ
の
後
、

著
者
の
引
く
具
体
例
を
示
し
つ
つ
、
原
始
的
意
識
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ
の
多
様
性
お
よ
び
同
一
性
と
差
異
に
つ
い
て
触
れ
る
。

最
後
に
、
原
始
社
会
の
意
識
に
お
け
る
同
一
性
と
反
復
に
も
焦
点
を
当
て
、
フ
レ
イ
デ
ン
ベ
ル
グ
が
分
析
す
る
ト
ー
テ
ミ
ズ

ム
的
世
界
観
を
概
観
し
、
本
書
の
概
要
を
示
し
た
い
と
思
う
。
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
、
言
語
学
者
マ
ー

ル
の
周
辺
で
研
究
を
続
け
た
卓
抜
し
た
学
者
で
あ
り
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
の
古
典
文
献
学
で
初
め
て
博
士
号
を
授
与
さ
れ
た

女
性
で
も
あ
り
、
幾
多
の
知
識
人
と
交
流
を
持
ち
な
が
ら
も
孤
高
の
生
涯
を
貫
い
た
フ
レ
イ
デ
ン
ベ
ル
グ
の
来
し
方
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
こ
こ
に
本
書
の
書
か
れ
た
背
景
や
意
義
を
跡
づ
け
る
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、
こ
の
解
説
は
、
二
〇
二
五
年

三
月
二
十
七
日
に
東
京
大
学
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
公
開
研
究
会
「
近
代
ロ
シ
ア
に
お
け
る
〈
個
〉
と
全
体
」
で

の
訳
者
の
発
表
を
基
に
し
て
お
り
、
科
研
費
研
究
課
題
「
ロ
シ
ア
の
『
個
』
概
念
の
再
検
討
に
向
け
た
分
野
横
断
的
研
究
」

（23K
00436

）
の
助
成
を
受
け
た
研
究
成
果
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
あ
わ
せ
て
申
し
添
え
て
お
く
。
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テ
ー
マ
と
ジ
ャ
ン
ル
へ
の
関
心

フ
レ
イ
デ
ン
ベ
ル
グ
は
、
一
八
九
〇
年
三
月
十
五
日
、
独
学
の
技
師
で
発
明
家
、
作
家
で
あ
る
ユ
ダ
ヤ
人
モ
イ
セ
イ
・
フ

ィ
リ
ッ
ポ
ヴ
ィ
チ
（
ミ
ハ
イ
ル
・
フ
ョ
ー
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
）・
フ
レ
イ
デ
ン
ベ
ル
グ
と
、
画
家
レ
オ
ニ
ー
ド
・
オ
シ
ポ
ヴ
ィ
チ
・

パ
ス
テ
ル
ナ
ー
ク
の
妹
で
あ
る
ア
ン
ナ
・
オ
シ
ポ
ヴ
ナ
・
パ
ス
テ
ル
ナ
ー
ク
の
あ
い
だ
に
生
ま
れ
た
。
奇
し
く
も
同
年
に
誕

生
し
た
レ
オ
ニ
ー
ド
の
息
子
で
あ
る
ボ
リ
ス
・
レ
オ
ニ
ー
ド
ヴ
ィ
チ
・
パ
ス
テ
ル
ナ
ー
ク
と
オ
リ
ガ
は
、
お
よ
そ
四
十
五
年

に
わ
た
り
、
書
簡
に
よ
る
交
流
を
続
け
、
そ
こ
か
ら
は
彼
ら
が
共
有
す
る
知
的
、
情
緒
的
背
景
や
芸
術
的
傾
向
を
看
取
で
き

る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
自
体
が
、
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
か
ら
半
ば
に
か
け
て
の
ロ
シ
ア
の
科
学
と
文
化
の
歴
史
に
ま
つ
わ
る

貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
中
学
生
の
頃
、
彼
女
は
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
イ
タ
リ

ア
語
の
家
庭
教
師
に
つ
い
て
お
り
、
こ
れ
が
、
後
に
長
く
続
く
豊
か
な
研
究
生
活
の
下
地
と
な
っ
た
。
一
九
〇
八
年
に
中
学

校
を
終
え
た
後
、
大
学
に
入
学
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
ロ
シ
ア
初
の
女
子
高
等
教
育
機
関
で
あ
る
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ

の
ベ
ス
ト
ゥ
ー
ジ
ェ
フ
女
子
大
学
の
講
義
を
友
人
た
ち
と
共
に
聴
講
し
て
い
た
。
ま
た
、
一
九
一
四
年
ま
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
主
要
な
地
域
を
旅
し
て
多
く
の
言
語
を
修
得
し
た
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
に
よ
り
、
そ
の
機
会
も
断
た
れ
る
こ
と

と
な
る
。
大
戦
中
は
看
護
師
と
し
て
従
軍
し
、
一
九
一
七
年
、
革
命
を
経
て
女
子
学
生
に
門
戸
を
開
く
よ
う
に
な
っ
た
ペ
ト

ロ
グ
ラ
ー
ド
大
学
に
入
学
し
た
。
一
九
一
九
年
、
ジ
ェ
ベ
リ
ョ
フ
教
授
の
指
導
で
西
洋
古
典
を
学
び
始
め
る
と
、
翌
年
、
父

が
こ
の
世
を
去
る
。
彼
女
が
籍
を
置
い
た
文
学
部
は
、
そ
の
後
、
東
洋
・
西
洋
言
語
・
文
学
研
究
所
と
な
り
、
そ
の
ス
ラ

ヴ
・
セ
ク
シ
ョ
ン
を
率
い
て
い
た
言
語
学
者
マ
ー
ル
の
下
で
、
一
九
二
四
年
十
一
月
、『
ギ
リ
シ
ア
小
説
の
起
源
』
で
学
位

を
取
得
し
た
。
一
九
二
七
年
の
終
わ
り
頃
ま
で
に
書
き
上
げ
ら
れ
た
『
プ
ロ
ク
リ
ス
』
は
、
事
実
上
、
本
書
の
第
一
稿
に
あ

た
り
、
ド
イ
ツ
で
暮
ら
し
て
い
た
伯
父
の
レ
オ
ニ
ー
ド
・
パ
ス
テ
ル
ナ
ー
ク
は
、
そ
の
自
費
出
版
の
た
め
の
資
金
提
供
を
姪
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に
申
し
出
て
い
た
。
こ
の
『
プ
ロ
ク
リ
ス
』
を
執
筆
し
て
い
た
頃
の
フ
レ
イ
デ
ン
ベ
ル
グ
の
日
記
を
見
る
と
、
ジ
ャ
ン
ル
と

テ
ー
マ
こ
そ
が
ま
さ
に
執
筆
の
初
期
段
階
か
ら
本
書
の
主
眼
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
、
明
確
に
見
て
と
れ
る
。

私
は
、
ジ
ャ
ン
ル
お
よ
び
ジ
ャ
ン
ル
形
成
の
問
題
に
関
し
て
、
そ
れ
を
形
式
的
な
解
釈
か
ら
解
き
放
ち
、
新
し
い
見

方
を
提
起
し
た
。
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て
、
誰
も
私
の
よ
う
な
方
法
で
研
究
し
て
い
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
テ
ー
マ
に
関

し
て
は
別
だ
っ
た
。
マ
ー
ル
教
授
と
フ
ラ
ン
ク
゠
カ
メ
ネ
ツ
キ
イ
の
テ
ー
マ
へ
の
関
心
は
、
意
味
論
に
よ
っ
て
総
括
的

に
意
義
づ
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
私
に
と
っ
て
、
意
味
論
は
、
形
態
論
を
定
義
づ
け
る
、
す
な
わ
ち
、
形
態
の
形
成
を

法
則
化
す
る
意
義
を
も
つ
も
の
だ
っ
た
。
私
は
、
文
学
研
究
の
分
野
で
、
自
分
が
は
じ
め
て
、
文
学
の
テ
ー
マ
に
、
世

界
観
に
通
じ
る
体
系
を
見
い
だ
し
た
と
思
い
た
い
。
実
の
と
こ
ろ
、
問
題
は
認
識
論
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
私
の

述
作
に
お
い
て
、
テ
ー
マ
は
不
随
意
的
な
性
格
を
帯
び
、
原
初
の
生
き
生
き
と
し
た
（
神
話
的
な
）
思
惟
を
じ
か
に
表

出
し
た
よ
う
な
特
質
を
有
す
る
。
テ
ー
マ
は
、
形
態
形
成
の
分
野
、
そ
し
て
具
象
的
な
内
容
の
領
域
で
も
特
有
の
定
律

を
持
つ
。
テ
ー
マ
は
、
イ
メ
ー
ジ
形
成
の
法
則
に
形
作
ら
れ
、
歴
史
的
に
条
件
づ
け
ら
れ
た
世
界
認
識
だ
か
ら
で
あ
る
。

時
代
が
二
〇
年
代
末
に
さ
し
か
か
る
と
、
唯
物
弁
証
法
を
至
上
と
す
る
趨
勢
と
な
り
、
彼
女
の
研
究
生
活
の
前
途
に
も
暗

雲
が
立
ち
こ
め
る
。
一
九
二
九
年
、
フ
レ
イ
デ
ン
ベ
ル
グ
は
マ
ー
ル
率
い
る
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
大
学
東
洋
文
学
言
語
研
究
所

ヤ
フ
ェ
ト
研
究
所
の
一
員
と
な
っ
た
。
一
九
三
二
年
に
は
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
哲
学
・
言
語
・
文
学
・
歴
史
研
究
所
古
代

言
語
部
門
の
主
任
教
授
と
な
る
が
、
や
が
て
、
彼
女
を
推
薦
し
た
新
所
長
ゴ
ル
ロ
フ
ス
キ
イ
も
逮
捕
、
流
刑
さ
れ
、
大
学
の

穏
や
か
な
研
究
環
境
は
一
変
し
、
オ
リ
ガ
に
も
政
治
的
圧
力
が
及
び
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
精
力
的
に
仕
事
を

進
め
、
一
九
三
六
年
に
は
、
本
書
が
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
著
者
自
身
、「
十
年
間
、
私
は
こ
の
本
に
携
わ
っ
て
き
た
。

昼
と
な
く
、
夜
と
な
く
、
仕
事
を
し
て
い
る
と
き
だ
け
で
は
な
く
、
休
ん
で
い
る
と
き
で
も
、
祝
日
で
も
、
休
暇
の
と
き
で
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も
」
と
述
懐
し
た
著
作
は
、
出
版
後
す
ぐ
に
売
り
切
れ
、
三
週
間
後
に
は
当
局
に
よ
り
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
。
九
月
二
十
八

日
、『
イ
ズ
ベ
ス
チ
ヤ
』
に
「
有
害
な
る
戯
言
」
と
題
す
る
レ
イ
テ
イ
ゼ
ン
の
悪
意
に
満
ち
た
評
論
が
載
せ
ら
れ
た
の
を
受

け
、
パ
ス
テ
ル
ナ
ー
ク
は
編
集
長
の
ブ
ハ
ー
リ
ン
に
手
紙
を
書
き
送
っ
て
い
る
。

私
は
最
近
、
フ
レ
イ
デ
ン
ベ
ル
グ
の
本
と
レ
イ
テ
イ
ゼ
ン
の
評
論
に
つ
い
て
ジ
ー
ボ
フ
と
話
し
ま
し
た
。
私
は
著
者

と
こ
の
著
作
を
存
じ
て
お
り
ま
す
。
評
論
は
本
の
内
容
と
ほ
と
ん
ど
関
係
が
な
い
も
の
で
す
。
フ
レ
イ
デ
ン
ベ
ル
グ
の

本
は
、
古
代
の
文
学
的
遺
産
が
創
り
上
げ
ら
れ
た
時
代
に
先
立
つ
文
化
的
・
歴
史
的
基
層
の
研
究
分
析
を
主
旨
と
す
る

も
の
で
す
。

パ
ス
テ
ル
ナ
ー
ク
に
擁
護
さ
れ
た
本
書
に
お
い
て
、
フ
レ
イ
デ
ン
ベ
ル
グ
は
、
自
ら
の
研
究
の
主
題
と
目
的
お
よ
び
方
法

に
つ
い
て
、
き
わ
め
て
明
確
に
示
し
て
い
る
。
原
書
の
解
説
で
ブ
ラ
ギ
ン
ス
カ
ヤ
が
述
べ
る
よ
う
に
、
本
書
は
、
初
稿
で
は

『
テ
ー
マ
と
ジ
ャ
ン
ル
の
意
味
論
』
の
タ
イ
ト
ル
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、「
意
味
論
」
へ
の
関
心
は
、
一
九
二
六
年
に
発
表
さ

れ
た
『
ヴ
ェ
ル
テ
プ
劇
の
箱
の
意
味
論
』
か
ら
引
き
継
が
れ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
著
作
の
中
で
、
観
念
論
的
詩
学
お
よ
び

そ
の
新
た
な
形
で
あ
る
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
を
批
判
し
た
上
で
、
フ
レ
イ
デ
ン
ベ
ル
グ
は
詩
学
を
立
て
直
す
必
要
性
を
訴
え
る
。

そ
の
際
に
、
詩
学
に
ま
つ
わ
る
諸
問
題
を
扱
う
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
手
掛
け
て
き
た
テ
ー
マ
と
ジ
ャ
ン
ル
の
領
域
に
留

ま
る
と
自
ら
の
立
場
を
表
明
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
明
言
す
る
。

こ
の
研
究
に
お
い
て
私
が
感
興
を
そ
そ
ら
れ
る
中
心
的
課
題
は
、
文
学
の
意
味
論
と
そ
の
形
態
論
の
一
致
を
読
み
取

る
こ
と
で
あ
る
。
私
が
立
証
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
差
異
を
説
明
す
る
の
に
、
そ
こ
か
ら
差
異
が
生
じ
る
原
始
に
お
け

る
混
合
あ
る
い
は
融
合
に
頼
る
必
要
は
な
く
、
す
な
わ
ち
、
差
異
は
、
同
一
性
か
ら
の
分
離
で
も
、
あ
る
い
は
（
本
質
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的
に
は
同
じ
も
の
で
あ
る
が
）
そ
の
発
展
の
所
産
で
も
な
く
、
そ
の
最
も
本
質
的
な
特
質
を
な
す
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
形
態
形
成
の
面
で
課
題
と
な
る
意
味
論
の
問
題
で
あ
る
。 

（
本
書
二
三
―
二
四
頁
）

続
け
て
フ
レ
イ
デ
ン
ベ
ル
グ
は
、「
新
た
な
社
会
の
観
念
形
態
を
創
造
的
に
編
み
直
す
に
あ
た
り
、
同
じ
世
界
観
の
保
持

す
る
意
味
が
、
い
か
に
し
て
内
容
と
構
造
の
異
な
る
位
相
を
有
す
る
に
至
っ
た
の
か
を
、
何
ゆ
え
に
、
こ
の
よ
う
な
意
味
が
、

何
よ
り
も
ま
ず
テ
ー
マ
あ
る
い
は
文
学
の
萌
芽
で
は
な
く
、
た
だ
、
そ
の
助
け
に
よ
っ
て
人
々
が
生
き
、
働
き
、
食
べ
、
子

を
育
て
る
よ
う
な
生
の
意
味
、
単
な
る
日
常
の
意
味
で
あ
っ
た
の
か
を
示
し
た
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
最
初
の
人
類
社
会
で

作
り
上
げ
ら
れ
た
、
自
然
と
生
活
に
ま
つ
わ
る
こ
の
歴
史
的
意
味
を
持
つ
暗
号
が
い
か
な
る
も
の
か
を
示
し
た
か
っ
た
の
で

あ
る
」
と
述
べ
、
テ
ー
マ
と
ジ
ャ
ン
ル
を
分
析
す
る
に
あ
た
り
、
原
始
社
会
に
お
け
る
意
識
や
思
考
へ
の
関
心
を
露
わ
に
し

て
い
る
。
フ
レ
イ
デ
ン
ベ
ル
グ
は
、
本
書
の
第
一
部
で
、
テ
ー
マ
に
関
し
て
は
、
そ
の
後
、
各
章
で
分
析
を
行
う
と
前
触
れ

し
て
お
り
、
第
二
部
で
は
、
テ
ー
マ
、
登
場
人
物
、
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
言
明
し
て
い
る
。
ロ
シ

ア
語
で
お
よ
そ
三
〇
〇
頁
の
こ
の
著
作
の
ほ
と
ん
ど
に
あ
た
る
二
〇
〇
頁
近
く
を
占
め
る
第
二
部
は
、
食
事
、結
婚
、死
、勝

利
と
い
っ
た
様
々
な
テ
ー
マ
が
見
出
し
語
と
な
り
、
実
際
に
、
原
始
的
意
識
の
発
露
た
る
そ
れ
ら
が
検
討
に
付
さ
れ
て
い
る
。

原
始
的
意
識
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ
の
「
多
様
性
」
お
よ
び
「
同
一
性
と
差
異
」

フ
レ
イ
デ
ン
ベ
ル
グ
は
、
原
始
共
産
主
義
の
生
産
条
件
（
自
然
経
済
、
公
共
的
で
は
な
は
だ
原
始
的
な
労
働
）
と
、
そ
こ

に
源
を
発
す
る
生
産
関
係
（
質
的
に
低
級
で
、
個
人
と
し
て
の
基
盤
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
類
型
化
さ
れ
た
単
調
な
社
会

的
平
等
）
は
、
は
な
は
だ
特
殊
な
思
考
形
式
を
生
み
だ
す
土
台
で
あ
る
と
し
、「
生
産
、
労
働
行
為
、
生
物
学
的
場
面
、
こ

れ
ら
は
全
て
宇
宙
進
化
論
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
、（
宇
宙
進
化
論
の
概
念
自
体
は
ま
だ
な
い
と
は
い
え
）
活
動
の
中
に
し
か
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る
べ
く
再
現
さ
れ
る
」
と
し
て
、
食
事
、
性
交
、
死
と
い
う
場
面
の
重
要
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

食
事
、
性
交
、
死
、
こ
れ
は
三
つ
の
生
物
学
的
場
面
で
あ
る
が
、
現
実
的
な
世
界
観
の
前
提
が
な
い
以
上
、
そ
れ
ら

の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
現
実
と
し
て
は
認
識
さ
れ
な
い
。
狩
猟
を
行
う
原
始
共
同
体
は
、
自
然
と
の
絶
え
間
な
く
激
烈

な
戦
闘
と
い
う
状
況
の
下
に
、
客
観
的
に
存
在
す
る
。
そ
の
生
産
自
体
は
、
そ
う
し
た
激
戦
と
結
び
つ
き
、
格
闘
、
白

兵
戦
に
お
い
て
、
自
ら
の
主
要
な
仕
事
道
具
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
は
手
と
石
で
も
っ
て
、
猛
獣
、
そ
の
肉
、
そ
の
血
を

自
ら
の
も
の
と
す
る
。
戦
い
は
、
原
始
狩
猟
社
会
の
感
覚
で
は
、
世
界
を
知
覚
す
る
た
め
の
比
類
な
き
カ
テ
ゴ
リ
ー
で

あ
り
、
そ
の
宇
宙
進
化
論
、
戦
い
を
模
倣
す
る
全
て
の
場
面
を
、
唯
一
意
味
論
的
に
内
包
す
る
も
の
で
あ
る
。

 

（
本
書
七
八
頁
）

「
食
事
は
、
我
々
の
言
葉
で
言
う
な
ら
ば
、
死
と
復
活
で
あ
り
、
生
産
行
為
で
も
あ
る
」
こ
と
に
言
及
し
つ
つ
、
フ
レ
イ

デ
ン
ベ
ル
グ
は
そ
れ
ら
を
戦
い
の
形
式
に
お
け
る
宇
宙
（
ト
ー
テ
ム
）
の
存
在
と
欠
如
と
し
て
認
識
し
、
そ
の
こ
と
か
ら
、

「
食
事
」、「
生
産
行
為
」、「
復
活
と
し
て
の
死
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
均
衡
が
生
ま
れ
、
そ
れ
ら
は
互
い
に
融
合
し
、
互
い
の
状

態
に
移
行
し
合
い
、
そ
れ
ゆ
え
に
起
源
的
に
等
価
で
あ
る
と
述
べ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
戦
い
は
、
ト
ー
テ
ム
に
お
い
て
は

双
対
で
一
つ
で
あ
る
ペ
ア
の
存
在
に
よ
っ
て
そ
の
意
義
を
説
明
さ
れ
る
。

集
団
の
メ
ン
バ
ー
は
、
一
人
と
し
て
個
々
に
知
覚
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
彼
ら
各
人
は
消
失
し
て
は
出
現
す
る
ト
ー

テ
ム
、
す
な
わ
ち
双
対
で
一
つ
の
も
の
で
、
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
が
互
い
に
と
っ
て
も
う
一
人
の
存
在
で
あ
る
。
狩
猟
時

代
の
終
わ
り
近
く
、
共
同
体
と
分
か
ち
難
く
結
び
つ
い
た
こ
の
よ
う
な
ペ
ア
の
一
致
、
互
い
の
同
等
性
は
、
し
か
し
な

が
ら
、
い
ま
だ
反
目
を
意
味
し
て
い
な
か
っ
た
戦
い
に
際
し
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
闘
士
の
ペ
ア
は
、
氏
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族
社
会
の
時
代
に
血
縁
関
係
（
二
人
の
兄
弟
、
父
と
息
子
、
兄
／
弟
と
姉
／
妹
）
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
と
り
わ
け
一

対
で
一
つ
の
ト
ー
テ
ム
か
ら
構
成
さ
れ
、
そ
の
一
方
は
天
空
で
、
他
方
は
地
獄
で
あ
る
。
こ
れ
ら
全
て
の
近
親
関
係
に

あ
る
闘
士
は
本
質
的
に
互
い
に
平
等
の
関
係
に
置
か
れ
、
猟
師
で
あ
る
女
性
で
さ
え
完
全
に
男
性
の
猟
師
、
自
ら
の
兄

弟
と
並
立
し
、
彼
と
共
に
彼
女
は
獣
を
捕
獲
し
て
、
あ
る
い
は
戦
い
で
勝
利
を
得
る
花
婿
と
共
に
並
ぶ
の
で
あ
る
（
神

話
の
女
狩
人
ア
タ
ラ
ン
テ
、
狩
猟
の
女
神
ア
ル
テ
ミ
ス
お
よ
び
そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
比
較
さ
れ
た
い
）。
宇
宙
的

諸
力
に
ま
つ
わ
る
至
高
の
価
値
は
、
主
と
し
て
、
す
な
わ
ち
太
陽
（
火
）、
水
、
そ
し
て
空
気
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
デ

ミ
ウ
ル
ゴ
ス
（
造
物
主
）
と
し
、
天
地
開
闢
を
支
配
す
る
も
の
と
し
て
の
地
獄
は
、
夜
、
カ
オ
ス
、
エ
レ
ボ
ス
（
黄

泉
）
の
中
に
隠
喩
化
さ
れ
る
。
そ
れ
よ
り
後
に
、
こ
う
し
た
全
て
を
人
格
化
す
る
あ
り
し
日
の
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
が
出
現

す
る
の
は
、
広
範
に
わ
た
る
反
意
語
的
な
も
の
に
お
い
て
で
あ
り
、
つ
ま
り
、
神
と
な
っ
た
彼
ら
は
、
常
に
、
同
時
に
、

地
上
と
地
下
、
敵
対
者
と
そ
の
犠
牲
者
、
両
親
と
子
供
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。 

（
本
書
二
五
八
―
二
五
九

頁
）

こ
の
よ
う
な
ト
ー
テ
ム
の
例
に
と
ど
ま
ら
ず
、
フ
レ
イ
デ
ン
ベ
ル
グ
は
、
卓
抜
し
た
学
術
的
知
識
と
洞
察
力
を
以
っ
て
、

類
縁
性
の
な
い
よ
う
に
見
え
る
二
つ
の
物
語
か
ら
不
変
の
類
型
を
抽
出
し
、
一
見
繋
が
り
の
な
い
二
人
の
登
場
人
物
の
あ
い

だ
に
同
一
性
を
、
二
人
の
相
反
す
る
人
物
の
あ
い
だ
に
同
一
の
も
の
が
別
様
に
現
れ
る
こ
と
を
把
捉
し
て
お
り
、
そ
れ
が
レ

ヴ
ィ
゠
ス
ト
ロ
ー
ス
の
神
話
学
に
先
駆
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
こ
う
し
た
前
提
の
も
と
に
、
原
始
的
意
識

は
、「
同
様
で
反
復
す
る
も
の
の
中
に
世
界
を
認
識
す
る
。
だ
が
、
イ
メ
ー
ジ
は
多
様
な
形
を
帯
び
て
、
全
き
意
味
論
的
同

一
性
を
保
ち
な
が
ら
も
、
そ
の
構
造
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
」
と
言
明
す
る
。「
同
一
性
に
お
け
る
差
異
」
は
、
す
で
に
見

た
と
お
り
、
本
書
の
第
一
部
で
彼
女
が
挙
げ
る
中
心
的
課
題
と
し
て
も
明
示
さ
れ
て
い
る
。

本
書
で
は
、
穀
物
、
豆
類
、
水
、
粥
、
肉
と
い
っ
た
食
物
、
そ
れ
に
加
え
て
活
動
の
多
様
な
形
態
も
例
に
挙
げ
ら
れ
て
、
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先
に
示
し
た
よ
う
な
「
同
一
性
に
お
け
る
差
異
」
の
論
証
が
繰
り
返
し
な
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
先
述
の
、
食
事
、
性
交
、
死

と
い
う
三
つ
の
生
物
学
的
場
面
が
十
分
に
意
識
さ
れ
て
お
り
、
穀
類
を
例
に
と
れ
ば
、
新
郎
新
婦
に
そ
れ
を
浴
び
せ
か
け
る

行
為
が
豊
穣
を
顕
在
化
さ
せ
な
が
ら
、
デ
メ
テ
ル
と
ペ
ル
セ
ポ
ネ
ー
の
力
を
体
現
す
る
物
と
し
て
機
能
す
る
な
ら
ば
、
大
地

に
埋
め
ら
れ
た
穀
物
の
種
子
は
、
生
命
、
死
、
復
活
、
不
死
の
メ
タ
フ
ァ
ー
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
豆
を
引
き

合
い
に
出
せ
ば
、
占
い
で
は
、
色
に
拠
る
豆
の
分
類
あ
る
い
は
分
配
は
人
の
行
く
末
を
表
す
何
ら
か
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も

た
ら
し
、
民
間
伝
承
お
よ
び
民
衆
の
ま
じ
な
い
や
呪
術
に
お
い
て
は
、
炊
い
た
豆
は
性
的
能
力
を
呼
び
起
こ
す
食
事
と
な
り
、

サ
ト
ゥ
ル
ナ
リ
ア
で
は
、
豆
は
太
陽
と
冥
府
の
テ
ー
マ
に
ま
つ
わ
る
モ
チ
ー
フ
を
象
徴
し
、
中
世
の
カ
ー
ニ
バ
ル
と
季
節
ご

と
の
笑
劇
で
は
、
豆
の
王
は
、
支
配
者
、
そ
し
て
喜
劇
的
出
し
物
の
主
役
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
実
に
豊
か
な
具
体
例
を

惜
し
み
な
く
挙
げ
な
が
ら
、
フ
レ
イ
デ
ン
ベ
ル
グ
は
、「
差
異
は
同
一
性
か
ら
の
分
離
で
も
発
展
の
賜
物
で
も
な
い
」
と
い

う
自
ら
の
主
張
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
持
論
を
、
本
書
の
第
一
稿
に
あ
た
る
『
プ
ロ
ク
リ
ス
』
を
執
筆
す
る
と
き
か
ら
著
者
が
持
ち
続
け
て

い
た
こ
と
は
、
以
下
の
日
記
の
記
述
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

私
が
主
に
述
べ
た
か
っ
た
の
は
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
同
一
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
多
様
な
差
異
に
つ
い
て
の
見
解
で

あ
る
。『
プ
ロ
ク
リ
ス
』
で
は
、
第
一
に
、
い
く
つ
も
の
古
代
に
お
け
る
意
味
論
に
完
全
な
体
系
を
付
与
し
た
。
意
味

論
の
様
々
な
形
を
取
り
あ
げ
、
そ
れ
ら
が
一
つ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
提
示
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
私
は
形
成
と
差

異
に
ま
つ
わ
る
法
則
を
定
め
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
多
様
な
テ
ー
マ
、
神
話
、
儀
礼
、
事
物
の
混
沌
が
、
私
の
述
作
に

お
い
て
一
定
の
意
味
の
ま
と
ま
り
で
あ
る
法
則
性
の
あ
る
体
系
と
な
っ
た
。

一
九
三
〇
年
代
に
現
れ
た
諸
研
究
に
お
い
て
は
、「
形
式
と
内
容
の
一
体
性
」
お
よ
び
事
物
の
観
念
に
対
す
る
優
越
が
当
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然
の
ご
と
く
謳
わ
れ
た
が
、
フ
レ
イ
デ
ン
ベ
ル
グ
が
大
胆
に
も
主
張
し
た
の
は
、
ま
さ
に
「
差
異
こ
そ
が
同
一
性
に
お
い
て

最
も
相
応
し
い
特
性
で
あ
る
」
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。

原
始
的
意
識
に
お
け
る
「
同
一
性
と
反
復
」

さ
ら
に
フ
レ
イ
デ
ン
ベ
ル
グ
は
、「
同
一
性
に
つ
い
て
も
、
原
始
的
意
識
の
体
系
に
お
け
る
差
異
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ

れ
に
等
し
く
論
ず
る
べ
き
で
は
な
く
、
は
じ
め
に
何
ら
か
の
融
合
し
た
特
定
さ
れ
な
い
個
が
存
在
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
は

な
く
、
そ
の
後
の
発
展
段
階
に
お
い
て
、
そ
こ
に
は
差
異
が
生
じ
、
つ
ま
り
は
、
双
方
が
同
時
に
、
撞
着
的
に
存
在
し
た
」

と
し
、「
イ
メ
ー
ジ
は
同
一
性
の
機
能
を
果
た
し
、
す
な
わ
ち
原
始
的
形
象
性
の
体
系
は
、
平
等
と
反
復
の
形
式
に
お
け
る

世
界
の
知
覚
体
系
」
で
あ
り
、「
主
観
と
客
観
の
、
生
物
と
無
生
物
の
世
界
の
、
言
葉
と
活
動
の
同
一
性
は
、
原
始
社
会
の

意
識
が
同
様
の
反
復
を
用
い
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
上
で
、
原
始
社
会
の
意
識
に
お
け
る
同
一
性
と
反
復
に
焦

点
を
当
て
て
、
次
の
よ
う
に
明
言
す
る
。

同
一
性
と
反
復
は
、
外
的
世
界
と
社
会
そ
れ
自
体
の
生
活
に
生
じ
た
こ
と
の
あ
い
だ
に
結
ば
れ
る
等
価
性
の
痕
跡
と

な
る
。
現
実
を
再
認
識
し
な
が
ら
、
こ
の
社
会
は
、
新
し
い
、
幻
影
の
よ
う
な
現
実
を
、
社
会
が
解
釈
す
る
の
と
同
じ

も
の
の
複
製
と
し
て
構
成
し
始
め
る
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
私
が
儀
礼
と
呼
ぶ
も
の
、
廃
れ
た
慣
習
、
祝
祭
、
競
技
な
ど

で
あ
る
。
反
復
を
用
い
る
思
考
は
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
的
世
界
観
の
前
提
で
あ
り
、
そ
こ
に
お
い
て
、
人
間
と
環
境
、
共
同

体
と
個
人
が
融
合
す
る
。
こ
の
融
合
に
よ
り
、
自
ら
を
自
然
と
み
な
す
社
会
は
、
そ
の
日
常
性
の
中
で
、
ま
さ
に
こ
の

自
然
の
生
を
反
復
す
る
。
す
な
わ
ち
、
我
々
の
言
葉
で
言
う
な
ら
ば
、
太
陽
の
輝
き
、
植
物
の
誕
生
、
闇
の
訪
れ
な
ど

を
再
現
す
る
の
で
あ
る
。 

（
本
書
七
七
頁
）


